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	応用
	抗原情報
	背景
	cGMPを介したシグナル伝達経路を介して血管平滑筋の弛緩に関与する一酸化窒素（NO）を生成します。NOは、冠動脈における血管内皮増殖因子（VEGF）誘導性の血管新生を媒介し、血小板の活性化を介して血液凝固を促進します。アイソフォームeNOS13C：eNOS活性を欠く優性負性型で、アイソフォーム1とヘテロ二量体を形成することでeNOS活性をダウンレギュレーションする可能性があります。
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	eNOS 抗体を使用した HepG2 溶解物中の eNOS のウェスタン ブロット分析。
	

	NOS3 抗体を使用した HepG2 溶解物中の eNOS のウエスタンブロット分析。
	

	eNOS抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温Tris-EDTA pH 8.0を使用しました。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプルです。
	

	インスリン処理したJurkatライセート中のeNOSをeNOS抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。

